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使用することにした。測定時間が長いときは流量の条件を 1 ml/minとした（表 1）。
本研究では逆相カラムクロマトでの測定を行っているが、実験の途中でカラムの交換を行ったの
で交換前と後でカラムの違いによる変化について調べた。
1）交換前のカラム：YNC ODS-A 100×6.0mm S-7μm,120Å






















No 化 合 物 保持時間(分) 流量(ml/min)
1  4－ヒドロキシ－3,5－ジメチルベンズアルデヒド 8.3  0.5
 
2  4－ヒドロキシ－3,5－ジメチル安息香酸 6  0.5
 
3  4－ヒドロキシ－3,5－ジメチル安息香酸メチル 11  0.5
 
4  4－メチル安息香酸 18  1
 
5  p－エトキシ安息香酸 4.38  1
 
6  4－エチル安息香酸 10.5  0.5
 
7  0－トルイル酸 8.38  0.5
 
8  1－ナフトエ酸 10.7  0.5
 
9  2－ナフトエ酸 10.6  0.5
 
10  3－ヒドロキシー 2ナフトエ酸メチル 16.6  1
 
11 ベンゾフェノン 24.1  0.5
 
12  2－クロロベンゾフェノン 16  1
 
13  4,4－ジクロロベンゾフェノン 20.2  1
 
14  4－ニトロベンゾフェノン 27.1  0.5
 
15  2,4－ジヒドロキシベンゾフェノン 14.1  0.5







































溶媒のメタノールの量はガラス管内のみに 10ml、ガラス管内に 5 ml＋ガラス管の外に 3 ml、ガラ
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原料：4－ヒドロキシ－3,5－ジメチルベンズアルデヒド 約 5 mg
触媒：酢酸セリウム 約 10mg
































































③ kの自然対数 lnkを絶対温度の逆数 1/Tに対してプロットする。（アレニウスプロット）
④アレニウスプロットの傾きから、活性化エネルギーが求められる。
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ロキシ安息香酸メチル）についてそれぞれアレニウスプロットを作成した。











絶対温度 T(K) 1/T (1/T)×1000 反応速度定数 k  lnk
 
473  0.002114  2.114165  0.0024 －6.03229
 
468  0.002137  2.136752  0.0017 －6.37713
 
463  0.00216  2.159827  0.0016 －6.43775
 
458  0.002183  2.183406  0.0009 －7.01312
 
453  0.002208  2.207506  0.0007 －7.26443
 
443  0.002257  2.257336  0.0003 －8.11173
表３ エステル３の反応速度定数
絶対温度 T（K） 1/T （1/T）×1000 反応速度定数 k  lnk
 
473  0.002114  2.114165  0.0058 －5.1499
 
468  0.002137  2.136752  0.0051 －5.27851
 
463  0.00216  2.159827  0.0047 －5.36019
 
458  0.002183  2.183406  0.0034 －5.68398
 
453  0.002208  2.207506  0.0023 －6.07485
 
443  0.002257  2.257336  0.0012 －6.72543
図９ カルボン酸のアレニウスプロット






























8h  1.89  4.68  44.26
 
15h  3.61  7.44  41.02
表５ 200℃での酢酸セリウム以外の触媒での効果
カルボン酸(％) エステル(％) アルデヒド(％)
塩化セリウム 8h ― 3.31  3.03
 
15h ― 4.91  2.00
硝酸二アンモニウムセリウ 8h ― 0.92  1.00
ム（Ⅳ） 15h  2.63  0.76  1.30
硝酸二アンモニウムセリウ 8h ― 1.30  0.85
ム（Ⅲ）四水和物 15h ― ― 0.77
炭酸セリウム 8h  3.13  4.87  47.25
 
15h  5.37  7.39  39.50
蓚酸セリウム水和物 8h  2.73  2.83  66.91
 
15h  3.42  3.64  55.53
 
























3h  55.85 ― 1.63
 
5h  55.36 ― 1.92
表７ 170℃ 3hにおける酢酸セリウム以外の触媒
アルデヒド(％) カルボン酸(％) エステル(％)
塩化セリウム 9.79 ― ―




炭酸セリウム 24.0  0.48 ―
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